
第
十
三
条
の
二

職
員
は
、
給
与
の
支
払
を
受
け
る
と
き
は
、
規
則
九

七
（
俸
給
等
の
支
給
）
第
一
条
の
三
の

規
定
に
よ
る
預
金
又
は
貯
金
へ
の
振
込
み
（
以
下
「
振
込
み
」
と
い
う
。）の
方
法
に
よ
つ
て
そ
の
支
払
を
受
け

る
と
き
を
除
き
、
給
与
事
務
担
当
者
の
保
管
す
る
基
準
給
与
簿
に
そ
の
受
領
を
し
た
こ
と
を
適
宜
の
方
法
に
よ

り
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
基
準
給
与
簿
に
そ
の
受
領
を
し
た
こ
と
を
示
す
こ
と
が

困
難
な
と
き
、
又
は
法
律
若
し
く
は
規
則
に
よ
り
職
員
の
指
定
す
る
者
に
支
払
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と

き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
職
員
又
は
当
該
職
員
の
指
定
す
る
者
の
受
領
証
を
も
つ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
十
三
条
の
二

職
員
は
、
給
与
の
支
払
を
受
け
る
と
き
は
、
規
則
九

七
（
俸
給
等
の
支
給
）
第
一
条
の
三
の

規
定
に
よ
る
預
金
又
は
貯
金
へ
の
振
込
み
（
以
下
「
振
込
み
」
と
い
う
。）の
方
法
に
よ
つ
て
そ
の
支
払
を
受
け

る
と
き
を
除
き
、
給
与
事
務
担
当
者
の
保
管
す
る
基
準
給
与
簿
に
そ
の
受
領
に
係
る
押
印
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
遠
隔
の
地
に
所
在
す
る
官
署
に
勤
務
す
る
等
の
理
由
に
よ
り
押
印
す
る
こ
と
が

困
難
な
と
き
、
又
は
法
律
若
し
く
は
規
則
に
よ
り
職
員
の
指
定
す
る
者
に
支
払
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と

き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
職
員
又
は
当
該
職
員
の
指
定
す
る
者
の
受
領
証
を
も
つ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

改

正

後

改

正

前

（
審
査
請
求
書
）

（
審
査
請
求
書
）

第
四
条

審
査
請
求
書
に
は
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条

審
査
請
求
書
に
は
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
請
求
者
が
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

２

請
求
者
が
代
理
人
に
よ
つ
て
審
査
請
求
を
行
う
と
き
は
、
審
査
請
求
書
に
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か

審
査
請
求
を
行
う
代
理
人
の
氏
名
、
住
所
及
び
官
職
又
は
職
業
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

請
求
者
が
代
理
人
に
よ
つ
て
審
査
請
求
を
行
う
と
き
は
、
審
査
請
求
書
に
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か

審
査
請
求
を
行
う
代
理
人
の
氏
名
、
住
所
及
び
官
職
又
は
職
業
を
記
載
し
、
請
求
者
の
記
名
押
印
に
代
え
て
当

該
代
理
人
が
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
証
人
の
宣
誓
）

（
証
人
の
宣
誓
）

第
五
十
四
条

（
略
）

第
五
十
四
条

（
略
）

２

宣
誓
は
、
証
人
が
宣
誓
書
を
朗
読
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
署
名
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

宣
誓
は
、
証
人
が
宣
誓
書
を
朗
読
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
署
名
押
印
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
調
書
）

（
調
書
）

第
六
十
八
条

（
略
）

第
六
十
八
条

（
略
）

２

公
平
委
員
会
は
、
口
頭
審
理
記
録
書
、
争
点
整
理
等
手
続
記
録
書
及
び
審
尋
記
録
書
を
そ
れ
ぞ
れ
審
理
を
行

つ
た
日
ご
と
に
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２

公
平
委
員
会
は
、
口
頭
審
理
記
録
書
、
争
点
整
理
等
手
続
記
録
書
及
び
審
尋
記
録
書
を
そ
れ
ぞ
れ
審
理
を
行

つ
た
日
ご
と
に
作
成
す
る
も
の
と
し
、
当
該
記
録
書
に
は
当
該
審
理
を
行
つ
た
公
平
委
員
長
、
公
平
委
員
又
は

調
査
員
が
記
名
押
印
す
る
も
の
と
す
る
。

３

口
頭
審
理
記
録
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

３

口
頭
審
理
記
録
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

審
理
を
行
つ
た
公
平
委
員
長
、
公
平
委
員
及
び
調
査
員
の
氏
名

（
新
設
）

七

（
略
）

六

（
略
）

４

（
略
）

４

（
略
）

（
判
定
）

（
判
定
）

第
七
十
条

（
略
）

第
七
十
条

（
略
）

２

判
定
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

判
定
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
判
定
に
加
わ
つ
た
人
事
官
が
こ
れ
に
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

判
定
に
加
わ
つ
た
人
事
官
の
氏
名

（
新
設
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
三

一
（
不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み

人
事
院
規
則
一
三

一

五

人
事
院
規
則
一
三

一
（
不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
三

一
（
不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。


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